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	　マクロ経済指標の回復を裏付けるように、2017年のロシア港湾の取扱量も力強い成長軌道を描き始めました。最新のロシア港湾統計に基づき取扱実績を分析します。



2017年のロシア港湾ｎの
2017年のロシア港湾の取扱量は、前年比8.9％増の７億8,616万トンに達し、18年連続の増加となった。輸出入別では、全体の77％を占める輸出（+6.8％）に加え、輸入（+11.4％）、トランジット（+14.0％）、内航（+19.4％）の全てのカテゴリーで前年を上回った。景気指標として参考になる輸入は２年連続の減少から反転したが、まだ2014年の水準には戻っていない。

図１　ロシア港湾の取扱量の推移
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貨物の内訳は乾貨物が３億7,303万トン（+11.1％）、液体貨物が４億1,312万トン（+7.0％）と乾貨物のより高い成長が続いている。その結果、2009年に60：40であった液体貨物と乾貨物の比率は2017年には53：47となった。（図１、２）

図２　港湾貨物の輸出入別内訳の推移
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図３　ロシア港湾貨物の品目構成（2017）
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品目別動向
ロシア港湾貨物の主要品目は燃料資源である。原油（32.1％）、石油製品（18.0％）、石炭・コークス（19.6％）、LNG（1.9％）の合計が72％
表１　主要品目の上位取扱港（2017）
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を占め、コンテナ（6.1％）、穀物（6.1％）、鉄類（3.6％）、化学肥料（2.2％）などが続く。
2017年に増加が目立ったのは、穀物（+35.0％）、石炭・コークス（+13.3％）、原油（+10.7％）、化学肥料（+9.2％）、LNG（+8.8％）など。減少したのは木材（－4.4％）、鉄類（－0.1％）などであった。穀物は2017年の豊作を受けて輸出量が30％増加したことを反映している（図３、表１）。

図４　水域別港湾貨物量の推移
[image: ]

水域と港湾の動向
水域別にみると、大型港湾が集積する黒海水域（+10.5％）、バルト海水域（+4.6％）、極東水域（+3.3％）における漸増に加えて、近年開発が進む北極水域（+47.3％）で躍増した。一方、カスピ海水域（－34％）では激減した（図４）。
黒海水域では穀物輸出の大幅増が貢献した。全国の穀物取扱の94.6％が同水域に集中している。取扱量が多い順にノヴォロシースク港（+54.4％）、カフカス港（+76.2％）、ロストフナドヌー港（+25.5％）、アゾフ港（+12.8％）であった（表１）。
北極水域の躍進を牽引した品目は同水域の貨物の60.0％（2017）を占める原油及び石油製品である。2017年の取扱量は原油が前年比100.6％増、石油製品が28.3％増であった。
特に同水域の70％を占めるムルマンスク港の取扱量は5,000万トンを超えた（+53.4％）（表２）。増加分のほとんどが原油である。今後2020年には7,100万トンまで増加すると予想されている。また、ヤマルLNGの開発が急ピッチで進むサベッタ港においても貨物量は前年の2.6倍に躍増した。

表2　主要港湾の取扱貨物量（2017）
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コンテナ貨物の回復
2015年を底に回復途上にあるコンテナ貨物も引き続き増加した。2017年の処理量は462.3万TEU（+15.6％）、トンベースで4,827万トン（+13.0％）に達した。トンベースでは2013年のピークを超えたが、TEUベースではまだ戻り切っておらず、本格的回復が待たれる（図５）。
TEUベースでロシア最大のコンテナ港はサンクトペテルブルグ港で2017年の処理量は192万TEU（41.5％）であった。それに次ぐのがウラジオストク港（18.1％）、ノヴォロシースク港（15.9％）、ヴォストーチヌィ港（8.0％）、カリーニングラード港（5.2％）などである（表３）。

図５　ロシア港湾のコンテナ取扱量
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表３　コンテナ取扱上位港（2017）
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水域分布をみると、全体の約１／２がバルト海水域（サンクトペテルブルグ港、カリーニングラード港、ウスチルガ港）、約１／３が極東水域（ウラジオストク港、ヴォストーチヌィ港、マガダン港、ペトロパブロフスク・カムチャッキー港、サハリン諸港）で処理されている。
主要港の2017年の伸び率をみると、極東のウラジオストク港（+30.5％）とヴォストーチヌィ港（+23.1％）の増加が目立つ（図６）。黒海のノヴォロシースク港（+20.1％）、バルト海のカリーニングラード港（+26.4％）も好調であった。

図６　極東２大コンテナ港の取扱量
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しかし、最大港湾サンクトペテルブルグ港（+10.0％）の回復は緩やかで、2012年のピーク時の実績回復に程遠い。さらに、サンクトペテルブルグ港を補完する目的で近くに建設されたウスチルガ港のコンテナターミナルは開港以来低迷を続け、2017年も前年比10.3％減であった（図７）。
中長期的に見てもバルト海水域がコンテナで賑わう気配は見いだせない。2010年と2017年を比較すると、バルト海水域港湾のコンテナ取扱の全国比率は60.2％から48.3％へと低下した。対照的に、極東のウラジオストク港とヴォストーチヌィ港を合わせたコンテナ量は19.2％から26.1％へと上昇した（図８）。水域別コンテナ需要の精査が必要だ。

図７　サンクトペテルブルグ港とウスチルガ港のコンテナ取扱量（TEU）
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図８　主要コンテナ港の全国シェアの推移
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港湾名

貨物量

（1000ｔ）

前年比

（％）

原油 252,300.7 110.7

① ノヴォロシースク港 85,816.6 114.8

② プリモルスク港 44,040.9 86.9

③ ウスチルガ港 32,744.1 108.6

④ ヴォストーチヌィ港 31,710.9 99.6

⑤ ムルマンスク港 25,165.4 286.2

石油製品 141,592.0 100.6

① ウスチルガ港 28,958.4 95.0

② トゥアプセ港 16,958.2 104.6

③ ノヴォロシースク港 16,408.5 95.4

④ プリモルスク港 13,566.0 98.7

⑤ カフカス港 12,412.4 99.2

⑥ ヴィソツク港 10,421.9 95.1

LNG 14,766.6 108.8

① プリゴロドノエ港 11,524.2 105.6

② ウスチルガ港 2,176.3 117.1

石炭・コークス 154,427.0 113.3

① ヴォストーチヌィ港 32,433.2 101.1

② ウスチルガ港 31,572.3 136.9

③ ワニノ港 23,760.7 97.4

④ ムルマンスク港 14,834.3 104.0

⑤ ナホトカ港 13,657.1 113.9

⑥ ヴィソツク港 7,129.1 116.0

鉄類 28,227.1 99.9

① ノヴォロシースク港 11,946.9 93.8

② サンクトペテルブルグ港 5,672.8 110.3

③ ナホトカ港 3,548.6 99.3

④ トゥアプセ港 2,489.3 110.5

穀物 47,995.9 135.0

① ノヴォロシースク港 15,476.5 154.4

② カフカス港 7,775.7 176.2

③ ロストフナドヌー港 6,425.1 125.5

④ アゾフ港 5,736.7 112.8

⑤ タマニ港 3,460.4 127.5

化学肥料 17,667.1 109.2

① サンクトペテルブルグ港 8,080.1 119.8

② ムルマンスク港 3,340.7 102.5

③ ウスチルガ港 3,196.7 106.0

④ トゥアプセ港 1,826.0 99.5

木材 5,195.3 95.6

① オリガ港 1,288.3 100.0

② ワニノ港 803.3 101.0

③ ナホトカ港 415.0 121.1

④ ノヴォロシースク港 403.6 70.9
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image8.emf
港湾名 水域

貨物量

（1000ｔ）

前年比

（％）

総貨物量 786,158.4 108.9

① ノヴォロシースク港 黒海 147,478.0 112.2

② ウスチルガ港 バルト海 103,294.2 110.6

③ ヴォストーチヌィ港 極東 69,287.0 101.1

④ プリモルスク港 バルト海 57,607.0 89.4

⑤ サンクトペテルブルグ港 バルト海 53,649.0 110.3

⑥ ムルマンスク港 北極 50,298.9 153.4

⑦ カフカス港 黒海 35,366.3 106.4

⑧ ワニノ港 極東 29,227.1 96.8

⑨ トゥアプセ港 黒海 26,607.5 105.6

⑩ ナホトカ港 極東 24,276.2 104.2

⑪ ヴィソツク港 バルト海 17,551.0 102.6

⑫ プリゴロドノエ港 極東 17,402.5 106.1

⑬ ウラジオストク港 極東 16,949.1 118.2

⑭ ロストフナドヌー港 黒海 14,959.4 120.5

⑮ カリーニングラード港 バルト海 13,844.2 118.3

輸出 605,756.7 106.8

輸入 36,135.8 114.1

トランジット 58,293.8 114.0

内航 85,972.3 119.4
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image10.emf
2016 2017

ロシア全体 3,999,780 4,623,395 115.6 100.0

サンクトペテルブルグ港 1,745,182 1,919,577 110.0 41.5

ウラジオストク港 642,521 838,762 130.5 18.1

ノヴォロシースク港 613,411 736,590 120.1 15.9

ヴォストーチヌィ港 301,313 370,791 123.1 8.0

カリーニングラード港 189,180 239,199 126.4 5.2

P. カムチャッキｰ港 75,707 79,997 105.7 1.7

ウスチルガ港 83,934 75,262 89.7 1.6

マガダン港 50,095 56,172 112.1 1.2

ドゥディンカ港 58,543 54,820 93.6 1.2

ムルマンスク港 44,160 42,538 96.3 0.9

サハリン諸港 123,584 135,695 109.8 2.9

その他 72,150 73,992 102.6 1.6

輸出 1,637,567 1,925,971 117.6 41.7

輸入 1,665,914 1,946,709 116.9 42.1

トランジット 54,376 66,614 122.6 1.4

内航 641,923 684,102 106.6 14.8
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貨物量（TEU)
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2016
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  マクロ経済指標 の 回復 を裏付けるように 、 2017 年のロシア港湾の取扱量も力強い成長軌 道 を描き始めました 。 最新の ロシア港湾統計に 基づき 取扱 実績を分析します。  

  2017 年のロシア港湾 ｎの   2017 年のロシア港湾の 取扱量 は、 前年比 8.9 ％増 の７億 8,616 万トンに達し、 18 年連続の 増加と なった。 輸出入別では 、 全体の 77 ％を 占める 輸出（ + 6.8 ％） に加え 、輸入（ + 11.4 ％）、 トランジット（ + 14.0 ％）、内航（ + 19.4 ％）の 全てのカテゴリーで前年を上回った。 景気指 標として参考になる 輸入は２年連続の減少か ら反転したが、まだ 2014 年の水準には戻って いない。     図１   ロシア港湾の取扱量の推移       貨物の 内訳は乾貨物 が ３億 7,303 万トン （ +11.1 ％）、液体貨物 が ４ 億 1,312 万トン （ +7.0 ％）と乾貨物の より高い 成長が続いてい る。 その結果、 2009 年に 60 ： 40 であった液体 貨物と乾貨物の比率は 2017 年には 53 ： 47 とな った 。 （図１、２）     図２   港湾貨物の輸出入別内訳の推移       図３   ロシア港湾貨物の品目構成（ 2017 ）       品目別動向   ロシア 港湾貨物の主要品目は燃料資源であ る。原油（ 32.1 ％）、石油製品（ 18.0 ％）、石炭・ コークス （ 19.6 ％） 、 LNG （ 1.9 ％）の合計が 72 ％  
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